

































                                                   


























 市場統合を果たしたあとの EU が痛感したのは、米国や東アジアの経済に比べてイノベ
ーションを伴うダイナミズムの点で後れをとっていることであった。とくに経済成長の最
大部分をもたらすのはイノベーションであるという認識が生まれるなかで、欧州の研究開




















 この「ホライゾン 2020」には３つの主要項目があるが、「I 卓越した科学」、「II 産業


















５期 MFF 期間をつうじて 2013 年価格で総額 9.19 億ユーロの資金が計上され、そのうち
60 パーセントが PROGRESS。15 パーセントが EURES、20 パーセントがマイクロファイ
ナンスにあてられる。PROGRESS 予算の 17 パーセントにあたる 97 百万ユーロが、この
領域でイノベイティブな政策を小規模試行する「ソーシャル・イノベーションと実験」と
                                                   
3 ジェトロ・ブリュッセル事務所/海外調査部欧州ロシア CIS 課(2014)の紹介を参照した。 
4 中小企業に対しては COSME の競争力プログラムだけでなく、「ホライゾン 2020」中の
「産業リーダーシップ」でも重視されている。 
5 2013 年 6 月に MFF が正式採択されたときには、「雇用とソーシャル・イノベーションの






































                                                   




 EU としては、2002 年に地域総局が都市の諸問題への対処法の相互交流の場としてたち
あげた URBACT がソーシャル・イノベーションを促進する取り組みの先駆的なの事例であ































































































































長戦略が唱導した Smart Growth との対応が意識されていたことは明らかである。Smart 
specialisation が EU で公認された戦略となったのは、この年 10 月の欧州委員会のコミュ
ニケ「Regional Policy contributing to smart growth in Europe 2020」（COM(2010)553 




























でなければならない。」                      （EC2010: COM(2010)553final） 
 
 ここで、このコンセプトは、EU内の管轄区分で言えば、科学技術を担当するDG Research
から地域政策（関連構造基金）を管轄する DG Regio に手渡されたことになる。8 
 翌 2011 年には、この戦略にしたがったプロジェクトの構想手法、遂行手順、評価基準な
















 Smart specialisation の概念が生み出されたのは、リスボン戦略の目標達成のために科学
技術知識研究の専門家のアドバイスが必要だと考えた研究分野担当のコミッショナー、イ
エネス・ポトニク（Janez Potocnik）によって 2005 年３月に設けられた「成長のための知
識」（Knowledge for Growth 略して K4G）という専門家グループの討議の中からであった。
                                                   
8 それ以前には地域総局は smart specialisation という語は用いていなかった。しかし、
バルカ・レポート（Barca 2009）で提案されていた place-based approach には前者と似た
発想があり、smart specialisation の説明の中で place-based といった表現が用いられるこ




このグループは 2009 年 11 月に同題の報告書を提出して解散しているが、Potonik はこの
報告書に寄せた序文のなかで、このグループが生み出した成果とアイデアが 2010 年「リス
ボン戦略」後の EU 後継戦略の形成にとっても重要な意義をもつとしている。  
 ポトニクは自らこのグループの座長になって討議に参加したが、専門家グループをリー
ドしたのは当時ローザンヌ連邦ポリテク経営学科長であったドミニク・フォーレイ












































 フォーレイは K4G のエキスパート・グループが解散したあとも、Smart specialisation 
Strategyの発展とEUやOECDの政策としての具体化のために活動を続けて現在にいたっ















らの優先領域に向けられる割合の最低限（低発展地域 5 割、過渡的地域 6 割、発展地域 8













ーション促進に投じられてきた。さらに今期 MFF の目玉である「ホライゾン 2020（Horizon 
2000）」の前身である「第７期研究促進枠組プログラム枠組」と「競争力・イノベーション
枠組プログラム」によって、536 億ユーロがそれを補完していた。 
 2014-2020 年の MFF 期間の EU 予算については、詳しくは別稿（八木 2016）を参照願


































   Source: EU Cohesion Policy 2014-2020, Targeting Investments on Key Growth Priorities, 
Priority: Strengthening research, technological development and innovation 
                 (EC leaflet: Regional and Union Policy) 
 



















 －加盟国が EU 優先事項（研究インフラにかかわる欧州戦略フォーラム：ESFRI）と連携した投資のた
めの多年度優先財政プランを採択していることを確認する。 
 
 したがって、まず策定されるのは EU からの資金の中間配分者となる国および地域のス
マート・スペシャリゼーション戦略で、それに合致する形で個々の助成プログラムが採択
されることになるのである。 
  2014 年 7 月に公表された第６次結束政策報告書では、研究開発・イノベーションのテー





  図１ 研究開発・イノベーション促進領域での事前要件の充足基準 
               
テーマ別目的    構造基金の投資優先事項     事前要件とその充足基準 
   
              

















  **European Strategy Forum on Research Infrastructures（欧州研究基盤戦略フォーラム）は、科学研
究における欧州統合とその国際展開を発展させるための機構。高い質の研究インフラに競争的にオープン
アクセスさせて、科学者に研究活動の支援とベンチマークを提供する。 
         参照//ec.europe.eu/research/Infrastructures/Index_en.cfrr?pg=esfri 







































































 というのは、GATT 体制の基本単位は主権をもつ国民国家であるのに対して EU は超国
家的組織であり、さらに自由な通商は対内・対外の二分法が廃棄されて広域的な競争的市
                                                   
9 ソーシャル・イノベーションにかかわるこのような問題の悲観的吟味については、
MacCallum, Moulaert, Hiller, and Haddack (2009) を参照。 


































  図２ Innovation Union Scoreboard におけるポーランド＝ 




                       IUS Scoreboard 2015, (EC (2015)) p.5. 
 
  
 第 5 期の MFF の事業については、ポーランドは 2014 年 1 月に欧州委員会に対して EU
の構造基金の執行にかかわるパートナーシップ協定（PA）と各分野ごとの実施プログラム




野別実施プログラム（OP Smart Growth）では 86 億ユーロになっている。しかし、国で







                                                   













 表 1 ポーランドにおける構造基金の配分表 
 
実施プログラム（OP） テーマ目的（TO） 構造投資基金 配分（百万ユーロ） 
OP インフラ・環境 TO 4, 5,6,7,9 ERDF, CF 27,413 
OP スマート成長 TO 1, 3 ERDF 8,613 
OP 知識・教育・発展 TO 8,9,10,11 ESF 4,436 
OP デジタルポーランド TO 2 ERDF 2,172 
OP 東部ポーランド開発 TO 3, 4, 7 ERDF 2,000 
OP テクニカル支援 NA CF 0.7 
16 の地域 OP へ TO 1-TO 10 ERDF, ESF 31,276 
     EC(2014c)  
 
 ポーランドは欧州 2020 の成長戦略と同時期に「ダイナミック・ポーランド」という名称
のイノベーション・経済効率化戦略を策定しているので、ポーランドの国別スマート・ス
ペシャリゼーション（NSS）戦略もそれを大枠として作成され 2014 年 4 月に政府によって
認証された。ポーランドのスマート・スペシャリゼーションにとっての「企業者的発見」





の 5 部門 18 項目からなるスマート・スペシャリゼーション対象技術（事業）が選定され、
2014 年秋からそれぞれに対応する研究グループと執行委員会が成立して活動を開始してい
る。 















 この県は面積約 1.5 万平方キロであるが、人口は約 320 万人でポーランドでは 5 番目に
多い。南はカルパチア山地を隔ててスロバキアと接しているが、古都クラカウ（75 万人）
が中心になっていて、旧い歴史をもっている。しかし、所得水準としては国内の中位であ
ってけっして高いとはいえない。EU の区分では低発展地域であり、第 5 期の欧州結束政策
でも ERDF から 28.8 億ユーロ、ESF から 8.1 億ユーロの配分が認められている。 
 
   図３ ポーランドの地域別 GDP の変動（2007-2009 年） 
 











                                                   




    表２ 技術予測によって選定された技術分野 




ii 医療･健康  ティシュウ・エンジニアリング 
局所的ガン治療薬品および技術 
医療状態・回復状態の監視･制御システム 
iii 情報・映像 タッチ不要コンピューター･インターフェース 
インテリジェント・システム 
情報へのユニバーサルアクセス 










 表３ マウォポルスカ県での公的支援事業 





















地域的特化を強化しようとしている領域は ICT で、2008 年に ICT のインキュベーターを 2008
年に設立、2012 年には IT パークを整備完了 
































 この事例報告の後に作成された「マウォポルスカ県地域イノベーション戦略 2014-2020」 
では、強みと弱み、機会と脅威の 2 次元でプロジェクトの要因分析をおこなう SWOT 分析







                                                   
14 Kardas (2013), p.139. 
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